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体内時計を標的としたアレルギーの新しい治療研究が 

The Journal of Allergy and Clinical Immunology 誌に掲載されました 

 

 本学大学院総合研究部医学域 中尾篤人教授（免疫学）らの研究グループが、体内時計を標的

としたアレルギーに対する新しい治療方法の研究を行い、アレルギー分野で最も権威のある米国

アレルギー学会誌（The Journal of Allergy and Clinical Immunology）にオンライン掲載され

ました。 

（The Journal of Allergy and Clinical Immunology 誌掲載 URL：http://www.jacionline.org/） 

 

■研究の背景と目的 

１ アレルギーは時間の病気 

 花粉症やぜんそく、じんましんなどのアレルギー疾患は、ある特定の時間帯に症状が出現しやす

いという特徴があります（図１）。例えば花粉症では、朝方にくしゃみ、鼻水、鼻詰まりなどの症状

がおこりやすく「モーニングアタック」と呼ばれています。またぜんそくの発作やじんましんは夜

間にとてもおこりやすいことが知られています。これらのアレルギー症状自体は、花粉やダニ等の

アレルギー物質によって免疫細胞の１つであるマスト細胞が刺激され、ヒスタミンなどの化学物資

を放出する「脱顆粒反応」と呼ばれる免疫反応によって誘発されます（図２）。 

 

２ 体内時計はアレルギーも調節する 

 一方、私たちの体の１つ１つの細胞はそれぞれ「時計」を持っており、私たち自身が１日の時間

に応じてそれぞれの活動を調整するように（昼は働き夜は寝るように）自身の細胞活動を１日の時

間に応じて調節しています（「体内時計」と呼ばれています）。 

 アレルギー症状がなぜ日内変動があるのかは長い間謎でしたが、中尾教授らは、これまでにマス

ト細胞の持つ体内時計がアレルギー反応の強さ（アレルギー物質に対する脱顆粒反応）を 1日の時

間の変化に応じて調節していること（昼には弱くして夜には強くする）を世界で初めて明らかにし

ました（図３、科研費ニュース 2014）。この発見は、マスト細胞の体内時計の“時間”を変化させる

ことでアレルギー反応の強さをコントロールできる可能性を示唆します。今回の研究ではその検討

を行いました。 

 

 

http://www.jacionline.org/


 

■研究成果と意義 

「免疫細胞の時間を“夜”から“昼”に変えるとアレルギー症状は緩和する」 

今回の研究では、体内時計の時間（時刻）を変化させる化合物をマスト細胞に投与し、マスト細

胞の時間を「夜」から「昼」に変えたところ、花粉などのアレルゲン刺激によるマスト細胞の脱顆

粒反応を弱めることができることをマウスの花粉症モデル（図４）やスギ花粉症患者さんの細胞を

使って証明しました。本研究成果はこれまでの治療方法とはまったく異なる発想の花粉症などの治

療薬の開発につながることが期待されます。 
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アレルギーはある特定の時間帯におこりやすい 

図１ 
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Supplemental Figure 3 

　　　　　　　ーこれまでの成果ー 
　マスト細胞の体内時計がアレルゲンに対する反応性を 
　　１日の時間に応じて決定している（昼弱く夜強い） 

図３ 
(山梨日々新聞2012年1月16日朝刊紙面より) 
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解析	
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　　マスト細胞の時間を化合物投与によって 
夜から昼に変えることで花粉症症状が抑制できる	

図４ 

化合物の 
投与によって 
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くしゃみ回数が 
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